国分寺エリアの「野川整備計画」の早期実現の気運醸成のため　　　　　　　　「野川源流スクール」（自慢できる源流のまちへ）開講事業審査基準

（趣旨）
第１条　この基準は、「国分寺エリアの「野川整備計画」の早期実現の気運醸成のため「野川源流スクール」（自慢できる源流のまちへ）開講事業」の相手先を審査・選考するための基準について必要な事項を定めるものとする。
（書類審査） 

第2条 書類審査は担当課で行い、次の各号に該当するものは無効又は失格とする。
（１）資格要件を欠くもの。
（２）提出書類に虚偽の記載があったもの。
（３）その他選定に係る不正行為があったもの。
（内容審査）
第３条　書類審査を通過した提案は、国分寺市協働事業審査会において、別表の基準に従い内容審査を行う。
２　内容審査に当たっては、基準により提案内容を総合的に審査し、合計得点がもっとも高い提案を採択する。ただし、同一審査項目について委員の過半数の評価がＣまたはＤとなった場合は、その企画内容を問わず、不採択とする。
付　則　
この基準は、決裁の日から施行する。
別表（第３条関係）
	審 査 基 準
	評 価

	１
	業務執行体制の
状況
	業務執行体制が充実しており、円滑に業務を行えるか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	２
	事業への意欲・熱意
	企画提案内容、プレゼンテーション等から、事業の実施に熱意や意欲が感じられるか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	３
	事業実施に関する理解力・専門性
	事業実施に関して必要な知識を有しているか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	４
	事業効果を高めるための創意工夫・
独創性
	効果を高めるための、創意工夫がされているか。その団体でしかできないもの、他にはない提案があるか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	５
	団体構成員の
能力育成
	団体構成員への能力育成や市民に対する接遇・苦情対応などのサービスの向上の取り組みが図られているか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	６
	費用の妥当性
	提案内容を実現するための妥当な経費見積もりとなっているか。
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ


（判断基準）
Ａ（４点）評価できる
Ｂ（３点）どちらかといえば評価できる
Ｃ（２点）どちらかといえば評価できない
Ｄ（１点）あまり評価できない
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